
水道施設の耐震化について 

 

１ 経緯・背景 

湯河原町の水道施設は各浄水場、配水池などの土木施設や管理棟、ポンプ室などの建築設備

において経年劣化が進んでいる上、建設年度から推定される耐震性能は脆弱である。今年発生

した能登半島地震では、浄水場、配水池、送配水管などに大きな被害が及び、復旧までに多く

の時間、労力、費用等が発生しており、水道施設の耐震化は喫緊の課題となっている。 

湯河原町では、水道施設の耐震化を進めるに当たり、令和５年度に耐震診断（簡易診断）・

優先度評価業務委託を実施し、耐震補強を行うべき施設及び更新を行うべき施設の判定、また、

その整備計画（スケジュール）等を作成した。 

 

２ 耐震診断（簡易診断）・優先度評価業務 

 (1) 目的 

湯河原町水道事業が有する水道施設について、耐震化等優先度の評価を行い、設定した 

優先度に応じた更新等整備事業のスケジュールを作成する。 

 (2) 対象水道施設数 

  ア 土木施設  51施設 

イ 建築施設  21施設 

 (3) 詳細診断・耐震補強の対象となる施設 ※下記の全ての項目に該当する施設 

ア 土木施設（幕山浄水場５施設） 

(ｱ) 竣工から55年以下の経過（経済性） 

(ｲ) 重要度がＡ１又はＡ２（重要度） 

(ｳ) 平成９年以前に設計されたＲＣ構造物（耐震性） 

   (ｴ) 容量評価において適正又は過大（容量評価）※浄水池又は配水池の場合 

   ※１系統（浄水場）又は１池運用（配水池）の施設は運転停止不可のため更新施設に分類 

   ※統廃合の対象となる可能性のある施設（南郷浄水場各施設）は更新施設に分類 

イ 建築施設（該当施設無し） 

(ｱ) 竣工から57年以下の経過（経済性） 

(ｲ) 重要度がＡ１又はＡ２（重要度） 

(ｳ) 昭和55年以前に築造（耐震性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 更新の対象となる施設 

    水道施設更新指針によるマトリッ 

クス評価に基づき、更新優先順位を 

12の区分で設定し、各施設の総合評 

価点数及び重要度評価により更新優 

先順位を設定した。（数字が小さい 

区分ほど優先度が高い。） 

    優先度設定の結果から、計画期間 

   中に更新する施設を優先順位のⅠ～ 

   Ⅳの施設とした。 

 (5) 優先順位 

  ア 詳細診断・耐震補強対象施設 

    簡易耐震診断（立地条件等、構造的強度、水密性、想定震度、耐震性）の結果において、

耐震性評価点の評価平均値が大きい順に優先度を高く設定 

   ※耐震性評価点が大きいほど耐震性が低い。 

  イ 更新対象施設 

    優先度評価順に行うものとし、同評価点の施設については、簡易耐震診断表による耐震

性の評価を行い、評価点数順に優先度を設定する。 

 

３ 施設詳細診断・耐震補強・更新スケジュール 

  業務委託の結果を踏まえ、最優先に行う工事を幕山浄水場の各施設（１系ろ過池・浄水池・

１系混和池・１系沈殿池・２系沈殿池）の耐震補強工事とし、施工期間を１年目～12年目とし

て、工事に係る詳細診断、詳細設計、補強工事・施工監理の実施スケジュールの作成及び概算

費用の算出を行った。13年目以降には40年目までを期間として、城堀第１配水池を最優先に、

18施設（土木施設13施設・建築施設５施設）を対象とした更新工事とした。 

 

４ 財源措置 

  現時点において、企業債による資金調達を予定しているが、施設の耐震補強・更新に活用可

能な補助金の採択要件緩和やメニューの拡大等、国・県などの動向を注視しながら財源確保に

努める。 

 

５ 今後の方針 

  業務委託結果を踏まえ、複数施設の同時施工によるスケジュールの短縮などの検討を行い、

令和６・７年度で実施する水道ビジョン・経営戦略の見直しでは、業務委託の結果を反映した

施設整備計画を作成し、それに基づいたシミュレーションを実施する。 
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 資料№10 

◎重要度 

【ランクＡ１】  

・取水・導水・浄水施設及び付帯する建築設備 

・各系統平均容量以上の容量を持つ配水池及び付帯する建築設備 

【ランクＡ２】  

・ランクＡ１の配水施設のうち、上段の配水池容量が当該施設より大きいもの及び付帯

する建築設備 

【ランクＢ】 

・上記以外の配水池 

・ポンプ施設 
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土木施設 優先度評価結果（全対象施設） 
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建築施設 優先度評価結果（全対象施設） 
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土木施設 更新対象施設（計画期間中） 

建築施設 更新対象施設（計画期間中） 
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単位：百万円、税込

施設名
施工

年度
工種 種別 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目

幕山浄水場

1系ろ過池
1977 土木

詳細診断

耐震補強対象施設
詳細設計：14

幕山浄水場

浄水池
1977 土木

詳細診断

耐震補強対象施設
詳細設計：8

幕山浄水場

1系混和池
1977 土木

詳細診断

耐震補強対象施設
詳細設計：11

幕山浄水場

1系沈澱池
1977 土木

詳細診断

耐震補強対象施設
詳細設計：3

幕山浄水場

2系沈澱池
1977 土木

詳細診断

耐震補強対象施設
詳細設計：3

城堀第1配水池 1964 土木 更新対象施設

城堀第1配水池

第1送水ポンプ室
1964 建築 更新対象施設

第1配水池 1954 土木 更新対象施設

城堀第4配水池 1964 土木 更新対象施設

城堀第4配水池
第4送水ポンプ室

1964 建築 更新対象施設

南郷浄水場ポンプ井 1970 土木 更新対象施設

南郷浄水場着水井 1970 土木 更新対象施設

南郷浄水場配水池 1970 土木 更新対象施設

南郷浄水場
ポンプ室

1970 建築 更新対象施設

第2配水池 1968 土木 更新対象施設

広河原浄水場浄水池3 1967 土木 更新対象施設

広河原浄水場浄水池1 1967 土木 更新対象施設

広河原浄水場着水井 1967 土木 更新対象施設

広河原浄水場浄水池2 1967 土木 更新対象施設

広河原浄水場沈澱池 1967 土木 更新対象施設

広河原浄水場

管理棟
1967 建築 更新対象施設

アケジ沢取水施設

除塵機小屋
1989 建築 更新対象施設

上野配水池 1980 土木 更新対象施設

・上記費用はすべて概算
・詳細設計費用は他事業体の過去の例から、下限値を3百万円とし、工事費用の5%として一律で算出

・補強工事期間については、浄水場の場合、仮設の設置が必要な可能性があることから1構造物当たり2年間とする。
・工事費用（土木）は厚労省費用関数を現在価値化し算出

・工事費用（建築）は費用関数で算出した場合過大となるため、20百万円一律で算出
・施工監理費用（土木）は他事業体の過去の例から5百万円一律で算出

・施工監理費用（建築）のうち、広河原浄水場管理棟は、延床面積が30㎡以上のため、過去の実績から5百万円を設定する。

・施工監理費用（建築）のうち、広河原浄水場管理棟以外においては延床面積30㎡以下のものは、委託不要であることから本計画では見込まない。

詳細診断：61

補強工事：58

施工監理：5

補強工事：58

施工監理：5

補強工事：281

施工監理：5

補強工事：151

施工監理：5

補強工事：213

施工監理：5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設詳細診断、耐震補強及び更新 実施スケジュール（１年目～12年目） 
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単位：百万円、税込 単位：百万円、税込

施設名
施工

年度
工種 種別 13～15年目 16～18年目 19～21年目 22～26年目 27～29年目 30～34年目 35～37年目 38～40年目

幕山浄水場

1系ろ過池
1977 土木

詳細診断

耐震補強対象施設

幕山浄水場

浄水池
1977 土木

詳細診断

耐震補強対象施設

幕山浄水場

1系混和池
1977 土木

詳細診断

耐震補強対象施設

幕山浄水場

1系沈澱池
1977 土木

詳細診断

耐震補強対象施設

幕山浄水場

2系沈澱池
1977 土木

詳細診断

耐震補強対象施設

城堀第1配水池 1964 土木 更新対象施設 設計+更新工事：34

城堀第1配水池

第1送水ポンプ室
1964 建築 更新対象施設 設計+更新工事：26

第1配水池 1954 土木 更新対象施設 設計+更新工事：113

城堀第4配水池 1964 土木 更新対象施設 設計+更新工事：13

城堀第4配水池
第4送水ポンプ室

1964 建築 更新対象施設 設計+更新工事：26

南郷浄水場ポンプ井 1970 土木 更新対象施設 設計+更新工事：219

南郷浄水場着水井 1970 土木 更新対象施設 設計+更新工事：190

南郷浄水場配水池 1970 土木 更新対象施設 設計+更新工事：121

南郷浄水場
ポンプ室

1970 建築 更新対象施設 設計+更新工事：26

第2配水池 1968 土木 更新対象施設 設計+更新工事：130

広河原浄水場浄水池3 1967 土木 更新対象施設 設計+更新工事：287

広河原浄水場浄水池1 1967 土木 更新対象施設 設計+更新工事：287

広河原浄水場着水井 1967 土木 更新対象施設 設計+更新工事：194

広河原浄水場浄水池2 1967 土木 更新対象施設 設計+更新工事：287

広河原浄水場沈澱池 1967 土木 更新対象施設 設計+更新工事：156

広河原浄水場

管理棟
1967 建築 更新対象施設 設計+更新工事：292

アケジ沢取水施設

除塵機小屋
1989 建築 更新対象施設 設計+更新工事：26

上野配水池 1980 土木 更新対象施設 設計+更新工事：529

・上記費用はすべて概算
・詳細設計費用は他事業体の過去の例から、下限値を3百万円とし、工事費用の5%として一律で算出

・補強工事期間については、浄水場の場合、仮設の設置が必要な可能性があることから1構造物当たり2年間とする。
・工事費用（土木）は厚労省費用関数を現在価値化し算出

・工事費用（建築）は費用関数で算出した場合過大となるため、20百万円一律で算出
・施工監理費用（土木）は他事業体の過去の例から5百万円一律で算出

・施工監理費用（建築）のうち、広河原浄水場管理棟は、延床面積が30㎡以上のため、過去の実績から5百万円を設定する。
・施工監理費用（建築）のうち、広河原浄水場管理棟以外においては延床面積30㎡以下のものは、委託不要であることから本計画では見込まない。

 

 

 

 

 

 

施設詳細診断、耐震補強及び更新 実施スケジュール（13年目～40年目） 
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